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会社概要

名称 株式会社カネカ （英文名称 KANEKA CORPORATION）

設立 1949（昭和24）年9月1日

資本金 330億46百万円

売上高 5,961億42百万円（連結:2018年3月期）

従業員 10,234名（連結：2018年3月31日現在）

事業内容

Vinyls and Chlor-Alkali, Performance Polymers, Foam & Residential 
Techs, E & I Technology, PV & Energy management, Performance 
Fibers, Medical Devices, Pharma & Supplemental Nutrition, Foods & 
Agris

事業所

本社 東京、大阪
営業所 名古屋
工場 高砂（兵庫県）、大阪、滋賀、鹿島（茨城県）
研究所 高砂（兵庫県）、大阪

海外 米国、ベルギー、シンガポール、マレーシア、中国、インド、ブラジル 他
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カネカの企業理念

人と、技術の創造的融合により

未来を切り拓く価値を共創し、

地球環境とゆたかな暮らしに貢献します。
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1. カガクで世界の人々の人生と環境の進化に貢献し、
価値あるソリューションをグローバルに提供します。

❶化学素材の無限の可能性を引き出し、持続可能型社会を支え、地球環境と生活の革新に貢献します。
（Earthology Chemical Solution）

❷化学を軸に、食と医療を一つにとらえ、人々に健康で活力のある人生をもたらす革新的なソリューションを提供します。
（Active Human Life Solution）

2. 一人ひとりの真摯で前向きな努力による企業理念の実現を通じて、
社会的責任を果たします。

❶それぞれの国や地域の文化・慣習を理解して、地域に根ざした企業活動を行い、積極的に社会に貢献します。

❷法令を遵守し、自由競争に基づく公正な事業活動を行います。

❸株主をはじめとするすべてのステークホルダーとのコミュニケーションを重視し、適切な情報開示を行います。

❹すべての社員の人格や個性を尊重して、全員が健康で働きがいを感じ、能力を最大限発揮できる企業風土を作ります。

❺安全を経営の最重要課題と位置づけ、健全かつ安全な職場環境づくり、製品の安全性確保、地球環境の保護
に取り組みます。

ESG憲章（企業理念を実現するための一人ひとりの行動指針）



Solutions Unit ビジョン
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Material Solutions Unit

地球環境保護と快適なくらしに貢献

● 発展する社会インフラ、モビリティ(軽量化・燃費向上)等に向け、優れた素材を提供

● バイオポリマー等、環境社会に直接役立つ素材をソリューションとして提供
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Quality of Life Solutions Unit

省エネルギーと豊かなくらしの創造に貢献

● 省エネ住宅ソリューション提供 ⇒ 高品質でサスティナブルな住宅市場の創出
● 省エネとスマート化ニーズに対し優れた素材と独自のサービスを提供

発泡樹脂
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Health Care Solutions Unit

高齢化社会・医療高度化社会に貢献

● バイオ医薬、再生・細胞医療等の先端医療分野において、グローバルに製品開発やマーケティングを強化
● オープンイノベーションや米国Ｒ＆Ｄ拠点積極活用
● デバイスと医薬の融合による価値あるソリューションを提供
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Nutrition Solutions Unit

健康と豊かな「食」に貢献

● 食の多様化や豊かな食に貢献するソリューションを幅広く提供
● 疾病予防、健康増進に貢献するソリューションの提供、素材ラインアップ拡充
● 農業・畜産・水産分野の生産支援に寄与するソリューションを提供
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カネカのR&B
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サスティナブル社会の実現に向けて

社会的課題

環境・エネルギー問題 食糧問題 健康問題

生分解ソリューション 環境・エネルギーソリューション 健康・食料ソリューション

課題解決に向けたソリューションの具体例

新CMをオンエアー中
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世界のプラスチック生産量推移

出典：OECD Improving Markets for Recycled Plastics（2018）

Source: Geyer et al. (2017).

2015年の世界のプラスチック生産量は4.07億トン
世界の一次プラスチック生産は急速に成長しており、
2050年には16億トンに増加し続けると予測されています
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身の回りにたくさんプラスチックがあります

どうしてこんなにプラスチックが使われているのでしょう？

プラスチックの生産量（世界）：4.07億トン（2015年）
Geyer, Jambeck, Law Sci. Adv. 2017;3: e1700782

明石海峡大橋吊橋部の4070個分の重さ

軽い、丈夫、安い

姫路城天守閣の7.1万個分の重さ
（5700ｔ）

（約10万ｔ）
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世界のプラスチック生産量（4億トン）の内、最大の用途は包装用途
（36%）であり、多くが、Single-Use プラスチックである

世界のプラスチック使用用途内訳

出典：UNEP Single-use Plastics A Roadmap for Sustainability（2018）

Source: Geyer et al. (2017)
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世界のプラスチックごみ発生量の推移

2015年には3億トンのプラスチック廃棄物が発生
出典：UNEP Single-use Plastics A Roadmap for Sustainability（2018）

Source: Geyer et al. (2017)



17

プラスチック包装材料の流れ（Global 2013)

出典： Ellen Macarthur Foundation The New Plastics Economy: Rethinking the Future of Plastics （2016）

世界のプラスチック包装材料の98％が未使用の原料から生産され、
32%が環境中に流出している（2013）



18

こんなところ近くにないですか（道端）
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こんなところ近くにないですか２（川）
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こんなところ近くにないですか３（海）



21

プラスチックによる海洋汚染

１年間に約800万tのプラスチックが海へ流入している

兵庫県の一般廃棄物処理量

（190万t H30年度）
（出典：兵庫県農政環境部環境管理局環境整備課R2年10月報告）

このままだと2050年には、
海に流入したプラスチックの量（重さ）

が海の全ての魚量（重さ）
を超えるといわれています

出典： Ellen Macarthur Foundation The New Plastics Economy: Rethinking the Future of Plastics （2016）

Kato et al., High Pressure Research vol39 248 (2019)



マイクロプラスチック問題

マイクロプラスチック・・・5mm以下のプラスチック片

✓ 洗顔スクラブや化粧品に含まれれるマイクロビーズ
✓ プラスチック製品が、環境中で紫外線や潮力により微細化

横浜の海岸で見つかった
プラスチックごみ

懸念：有害化合物の吸着・濃縮、食物連鎖への混入
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ﾏｲｸﾛﾋﾞｰｽﾞ

洗顔スクラブ

化粧品
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国連環境計画（UNEP）レポート

2015年版

✓ 海洋環境に広がっているプラスチックごみは、
多くの供給源に由来し、多種多様なポリマー
とコポリマーから構成されている。

✓ 一般に用いられている多くのプラスチックは海
洋環境も含め生分解しない。

✓ 陸上の好ましい環境下で生分解するプラス
チックでも、海洋中での分解がきわめて遅く望
ましくない影響を与える。
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地球温暖化対策や持続可能社会の構築に向けて、プラスチック製品、
特に使い捨てプラスチック製品による環境汚染が、国際的に注視

2015年G7エルマウサミット首脳宣言「海洋ごみ問題に対処する活動をコミット」
海洋ごみ，特にプラスチックごみが、海洋及び沿岸の生物と生態系に直接影響
人間の健康にも潜在的に影響し得る世界的課題であることを認識する

2016年G7伊勢志摩サミット
資源効率性及び３Rに関する取組が、陸域を発生源とする海洋ごみ抑制及び削減に寄与する
海洋ごみに対処することを再確認

2017年G20ハンブルク・サミット
「G20海洋ごみ行動計画」の立ち上げに合意。

2018年カナダシャルルボワG7サミット「海洋プラスチック憲章」が採択（日米は署名せず）
プラスチックの利用削減やリサイクルの推進等が規定

2019年大阪G20サミット「海洋プラスチックごみ対策実施枠組」創設で合意
2050年までにゼロにする目標を導入することで一致

プラスチックゴミ問題を取り巻く環境
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世界各国のプラスチック規制状況

プラスチック袋の製造、無料配布、輸入が禁止されている国々の概要

レジ袋の生産、配布、輸入に規制を導入済みの国・地域が127に上る

出典： UNEP  Legal Limits on Single-Use Plastics and Microplastics:
A Global Review of National Laws and Regulations (2019)

データなし

禁止事項なし

製造禁止

製造、無料配布の禁止

製造、無料配布、輸入の禁止

無料配布と輸入の禁止

製造、輸入の禁止

輸入禁止

無料配布の禁止
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欧州各国の規制等の概況

経済産業省HP https://www.meti.go.jp/meti_lib/report/H30FY/000152.pdf



日本国内の状況

温暖化対策の総合的な推進→「地球温暖化対策計画」を閣議決定(2016年)
バイオマスプラスチックの利用拡大によるCO2の排出削減

✓ 「循環型社会形成推進基本計画」を閣議決定(2018年）
✓ 海岸漂着物処理推進法(海ごみ法）改正
✓ プラスチック資源循環戦略（2019年）

３R＋Renewable
使い捨て容器包装の使用削減・使用済み製品の回収と再利用
2030年までにバイオマスプラスチック200万t導入を目指す

生分解性プラスチック等バイオプラスチックの実用化
✓ 海洋プラスチックごみ対策アクションプラン（2019年）
✓ 海洋生分解性プラスチック開発・導入普及ロードマップ（2019年）

実用化された新素材の社会実装化
複合素材の技術開発による多用途化
革新的技術・素材の研究開発

✓ 2019バイオ戦略（2019年）
バイオプラスチックを市場領域、利用促進が取組に位置づけ

✓ G20大阪ブルー・オーシャン・ビジョン（2019年）
✓ バイオプラスチック導入ロードマップ（2021年）
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日本におけるプラスチックごみ対策の方針

環境省HP https://www.env.go.jp/recycle/y0313-03/s1.pdf
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海洋生分解性プラスチック開発・導入普及ロードマップ

経済産業省HP https://www.meti.go.jp/press/2019/05/20190507002/20190507002-2.pdf
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G20大阪サミットの成果

外務省HP https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000529033.pdf
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バイオプラスチック導入ロードマップ

環境省HP http://www.env.go.jp/recycle/mat21012610_1.pdf



バイオプラスチックとは

生分解性プラスチック
（環境負荷軽減（出口））

・微生物により生分解

最終的にはCO2と水になる

→廃棄物削減

バイオマスプラスチック
（CO2排出削減（入口））

・再生可能な有機資源
が原料
→温暖化防止に貢献

PHBH

PLA

澱粉系

国内では日本バイオプラスチック協会が認定
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日本バイオプラスチック協会（JBPA）では、
・自然から生まれた「バイオマスプラスチック」
・自然に還る「生分解性プラスチック」

の総称としてバイオプラスチックと定義しています。



生分解性

生分解 非生分解

原料

植物由来

PLA(ポリ乳酸)

PHB, 
Starch

PHBH
etc.

Bio-PE
Bio-PA
Bio-PC
etc.

石油由来

PBS
(ﾎﾟﾘﾌﾞﾁﾚﾝｻｸｼﾈｰﾄ)

PBSA
(ﾎﾟﾘﾌﾞﾁﾚﾝｻｸｼﾈｰﾄｱｼﾞﾍﾟｰﾄ)

PBAT
(ﾎﾟﾘﾌﾞﾁﾚﾝｱｼﾞﾍﾟｰﾄﾃﾚﾌﾀﾚｰﾄ)

etc.

PE(ポリエチレン)

PA(ポリアミド)

PC(ポリカーボネート)

ABS
(ﾎﾟﾘｱｸﾘﾛﾆﾄﾘﾙﾌﾞﾀｼﾞｴﾝｽﾁﾚﾝ)

etc.

PHBHのポリマーとしての位置付け

原料は、
「石油」から
「植物」へ

使い捨て用途では「非生分解」から「生分解」へ

PHBHは「植物由来」且つ「生分解性」
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バイオプラスチック



生分解性プラスチックとは

34

生分解とは、バラバラになることではなく、微生物の働きにより、
二酸化炭素と水となって自然界へと循環していく性質をいいます

生分解性プラスチックの循環図

日本バイオプラスチック協会HPより転載

微生物による分解～ほかの分解との違い
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生分解性プラスチック種類とその特徴

１．天然物型
植物や動物がつくる天然の高分子から化学修飾などにより製造
例：セルロース、でんぷん、キチン、キトサン

２．化学合成型
化学合成によってつくられる高分子から製造
例：ポリ乳酸などの脂肪族ポリエステル及びその変性系、

ポリビニルアルコール

３．微生物産生型
ある種の微生物が有機酸などをエサにして、酵素の働きで菌体中に蓄積する
高分子から製造
例：ポリエステル（P（3HB）など）、ポリアミノ酸、

多糖類（バクテリアセルロース、カードラン、プルランなど）
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微生物産生型生分解性プラスチック

人が脂肪を蓄えるのと同じ目的

植物油

エネルギー

生分解するプラスチック

微生物の中にはプラスチックをつくるものがあります

微生物が作ったプラスチックを取り出して利用する
⇒微生物が分解してエネルギーにするために作った
⇒生分解性プラスチック



PHBHのライフサイクル

PHBHの特徴
➢ 100% 植物由来
➢ 微生物を培養して生産
➢ 微生物によって生分解

PHBHの特徴とライフサイクル

✓ PHBHは、微生物が植物油を摂取し、ポリマーとして体内に蓄えたものを

取り出した、植物由来材料です。

微生物体内に蓄積されたPHBH

（電子顕微鏡写真）

＝

Plant oil

CO2

Product

CO2

Fermentation

Processing

Degradation

PHBH 
植物油

成形・加工製品

培養

製品化
生分解

微生物
(菌)

(土･海水)

生ごみ回収袋

＋水

＋水
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培養時間

生産株の電子顕微鏡写真（経時変化）
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培養時間経過に伴い微生物内のPHBHが大きくなる



PHBHの生産設備（高砂工業所）

2011年5月稼働
生産能力：1,000t/y
2019年12月増強
生産能力：5,000t/y
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嫌気性条件
酸素なし
バイオガス化条件

好気性条件
酸素あり
堆肥化条件

紙の成分であるセルロースと同等以上の生分解性を有する
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PHBHの生分解性試験
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サンプル設置

初発 1ヶ月 2ヶ月 4ヶ月 6ヶ月

分解

土

土

サンプル

表層

土をかぶせる前

底

2018年4月にケニア国ナイロビ市で開始（この期間の月平均気温は、18～22℃）

サンプルサイズ: 
10cm x 10cm
20mm厚み

PHBHの土中分解性

✓ PHBHは、土中での生分解することを示した
（生分解速度は分解条件によって異なる）
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海水

PHBH

水槽

CO2が吸収されると容器内が減圧
になり、水槽の水を吸い上げる
→気体の体積変化を測定

大阪南港の海水で実験

国立研究開発法人産業技術総合研究所との共同研究

酵素
PHBH

O2

CO2

H2O

海水中の微生物による資化を、酸素消費量で評価

C4H6O2 + 4.5O2 → 4CO2 + 3H2O
理想酸素消費量と実測値から、生分解率を算出

海水分解性試験法（BOD試験）
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海水分解性実験（BOD試験）結果

Condition：27℃

サンプル：パウダー(凍結粉砕)

PHBHの海水分解性
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✓ PHBHは、海水中でのCO2と水に生分解することを示した
（生分解速度は分解条件によって異なる）



5/02/20215/02/2021

5day 15day 24day 33day

t=20μm

94% 72% 7% 4%

PHBH film(befor)

962hour
(40day)

消失

温度 : 23˚C
海水 : 高砂0
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海水浸漬試験 測定：カネカ （海水に浸漬し重量変化を測定）
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PHBHの海水分解性
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water-resistant, 
anti-slip coating

inks, gloss coatingwater-resistant 
lamination , coating

water-resistant 
lamination , coating

PHBHの海水中での分解過程

測定：カネカ （海水に浸漬し変化を観察）

温度 : 23˚C
海水 : 高砂

ストロー

分解前24日後61日後88日後
分解前 24日後 61日後 88日後

ナイフ

分解前 114日後

ボトル



日本 欧州 米国

バイオマス
由来

生分解性

コンポスト
（高温）

コンポスト
（常温）

海水

土壌

A42001

A42001

PHBHの取得認証
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ｺﾝﾎﾟｽﾄ
ﾎｰﾑ
ｺﾝﾎﾟｽﾄ

嫌気 土壌 海洋

PBAT ○ △ × △ ×

PLA
○

(1,000)
× × △ ×

PBS
○

(60 - 120)
○

(85)
× ○ △

PHBH
○

(130 – 690)
○

(130 – 1,000)
○ ○ ○

Bio-PE × × × × ×

Bio-PET × × × × ×

数値はTUV認証を受けた厚み(µm) 

バイオプラスチックの生分解性比較
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生物の急性毒性試験において、影響は確認されなかった。

甲殻類 魚類 貝類

種 アルテミア・サリナ ジャワメダカ マガキ

試験期間 48h                      96h                           48h

✓ PHBH粉末を、甲殻類と貝類には懸濁液で給餌、魚類には餌に混合して給餌
✓ PHBH粉末は、各試験生物体内に取り込まれていることが確認された

PHBHの急性毒性試験



PHBHの開発に関する取り組み

廃プラによる海洋汚染問題は2019年6月G20でも議
論され、その解決策の一つとして生分解性素材が
注目（国際メディアセンタでーPHBH ®を紹介）

PHBH製のストローと
ペンを持つ世耕元経済産業大臣

2019年8月TICAD7に併せて開催された
「日本・アフリカビジネスフォーラム＆EXPO」に
てPHBH ®を紹介

2019年10月カネカ生分解性ポリマーPHBH®の研究
と生産技術の開発で第3回「バイオインダストリー
大賞」を受賞

2019年9月日本の化学会社初のグリーンボンドを発行
PHBH®の製造設備および研究開発の資金調達を目的に、
社債50億円を発行

欧州員会のポジティブリストに掲載。
ドライフード用途に加え、 2019年9月欧州連合でス
トローやコップ、カトラリーなど全ての食品接触用途
で使用可能に。
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G20でのPHBHの紹介

G20エネルギー・環境関係閣僚会合（軽井沢）

G20首脳会合（大阪）



PHBHの用途例

〇食品包装材料用途を中心に展開

果物・野菜袋 ストロー 食器（皿・カトラリー）
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PHBHの市場開発状況

カネカ生分解性ポリマーPHBH®製のセブンカフェ用ストロー
が試験導入開始（2019/8/6リリース）
導入エリアを拡大―セブン－イレブン国内約10,000店に導
入― （2019/10/31リリース）
8mm径のストローが「カフェラテスイーツ」に採用― 6/2より
全国20,938店舗に導入― （2020/5/29リリース）

㈱資生堂「アクアジェル リップパレット」製品ケース
に採用、「SHISEIDO GLOBAL FLAGSHIP 
STORE」にて2020/11/1より数量限定発売
（2020/8/6リリース）

PHBHを使用したレジ袋がケニア共和国で普及
促進事業として展開（2018/10リリース）

他国内外より問い合わせ、共同開発の要請あり、対応中

〇PHBHを用いた製品の共同開発の本格化

G20大阪サミット カネカ生分解性ポリマー
PHBH®を使用した各種製品を提供
（2019/7/10リリース）
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PHA系バイオプラスチックのライフサイクル実証事業

環境省 脱炭素社会を支えるプラスチック等資源循環システム構築実証事業

53

事業期間：2019年度～2021年度

申請法人：（公財）京都高度技術研究所
共同実施：㈱カネカ、日立造船㈱



PHBH 開発・導入普及のロードマップと能力増強構想

カネカ生分解性ポリマーPHBHは、

発酵技術と高分子技術（配合・成形加工技術）の創造的融合

により生まれ、今後用途展開を加速させる

1,000t/Y
現状（2011年5月稼働）

5,000t/Y
2019年12月稼働予定
（投資決定済み）

20,000～50,000t/Y
商業用設備

100,000～200,000t/Y

～2020年

レジ袋
飲料ラベル
ストロー、カトラリー、
トレイ
食品包材、一般包材
プラスチックボトル
紙との複合材
射出成型筐体
マルチフィルム

～2025年

繊維、不織布
PET代替インジェク
ションブローボトル
発泡成形品

～2030年

高強度繊維、漁網

今後、PHBHが適用され
る製品の範囲は飛躍的に
拡大していく

需要の拡大に応じて、
生産能力を順次増強していく
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ご清聴ありがとうございました。
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